
申�

込
み　
参
加
希
望
者
は
、
学
校
教
育
課

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
環
境
省�

信
越
自
然
環
境

事
務
所�

谷
川
自
然
保
護
官
事
務
所

�

☎
０
２
７
８－

６
２－

０
３
０
０

上
信
越
国
立
公
園

公
園
指
定
７０
周
年
記
念
写
真
展 

　

環
境
省
信
越
自
然
環
境
事
務
所
で
は
、

本
年
度
が
上
信
越
国
立
公
園
の
公
園
指
定

７０
周
年
に
あ
た
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
写

真
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
３
県
２１
市
町
村
に
ま
た
が
る
公
園
内
の

風
景
、
動
植
物
な
ど
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
写

真
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

期
間　
２
月
２１
日
㈮
ま
で

時�

間　
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
８
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
午
後
７
時
ま

で
）

※
第
１
・
第
３
木
曜
日
は
休
館
日

会
場　
図
書
館�

展
示
コ
ー
ナ
ー

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
学
校
教
育
課

�

☎
７
７
３

－

６
７
０
０

令
和
２
年
度 

南
魚
沼
市
中
学
生

海
外
派
遣
事
業　
派
遣
生
募
集

対�

象　
令
和
２
年
度
に
、
市
内
に
在
住
す

る
中
学
３
年
生

派
遣
予
定
期
間

８
月
２４
日
㈪
～
３１
日
㈪
【
８
日
間
】

派�

遣
先　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
ワ
シ
ン
ト

ン
Ｄ
Ｃ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）

定
員　
１２
人

応
募
方
法

　
学
校
教
育
課
に
あ
る
申
込
書
を
提
出

締
切
り　
２
月
１７
日
㈪

選
考
検
査　
２
月
２９
日
㈯

選
考
会
場　
市
民
会
館

選�

考
方
法　
日
本
語
作
文
、
日
本
語
面
接
、

英
語
面
接

個�

人
負
担　

１５
万
円
（
そ
の
他
に
パ
ス

ポ
ー
ト
申
請
費
用
、
Ｅエ

ス

タ

Ｓ
Ｔ
Ａ
申
請
費
、

小
遣
い
な
ど
の
実
費
負
担
が
必
要
）

※�

経
済
的
理
由
で
参
加
が
困
難
な
生
徒
に
、

１５
万
円
を
助
成
す
る
「
中
学
生
海
外
派

遣
助
成
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
希
望
者

は
ご
相
談
く
だ
さ
い

海
外
派
遣
事
業
説
明
会

　
今
年
か
ら
行
き
先
や
内
容
が
変
わ
る
た

め
、
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日�

時　
２
月
１０
日
㈪

　
午
後
６
時
３０
分
～
７
時
３０
分

会
場　
図
書
館�

多
目
的
室

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課

　
郷
土
史
編
さ
ん
係

�

☎
７
７
３

－

２
１
９
７

郷
土
資
料

�
あ
れ
こ
れ
87

録
で
す
。
冒
頭
に
開
校
当
時
の
学
校
の
様

子
が
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

①�

竹
俣
校
は
、
明
治
７
年
に
福
昌
庵
を
教

場
と
し
て
授
業
を
開
始
。
し
か
し
、
教

場
が
狭
か
っ
た
こ
と
、
通
学
に
不
便
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
元
郷
蔵
を
営
繕
し
、

明
治
１０
年
１
月
に
移
転
し
た
。

②�

校
舎
の
東
は
三
国
街
道
に
面
し
、
日
夜
、

人
馬
の
往
来
が
あ
る
。
西
に
は
、
大
六

天
神
社
の
森
が
あ
り
鳥
が
群
れ
を
成
し

て
い
る
。

③�

校
舎
は
石
垣
で
囲
ま
れ
、
そ
の
上
に
植

え
ら
れ
た
草
花
で
蜂
や
蝶
が
戯
れ
て
い

る
風
景
は
、
ま
る
で
書
画
の
よ
う
で
あ

る
。（
写
真
参
照
）

④�

炎
夏
で
も
、
窓
を
開
け
れ
ば
涼
風
が
入

り
生
徒
の
健
康
に
適
し
、
勉
強
を
奏
功

す
る
。

資
料
紹
介

　

明
治
５
年
（
１
８
７
２
年
）
に
「
学

制
」
が
公
布
さ
れ
、
各
地
に
小
学
校
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　
南
魚
沼
地
域
で
は
、
明
治
６
年
に
一
日

市
校
、
塩
沢
校
、
六
日
町
校
が
開
校
し
ま

し
た
。
塩
沢
校
に
は
、
竹
俣
校
、
吉
里
校
、

中
村
校
、
樺
野
沢
校
な
ど
の
付
属
校
が
あ

り
ま
し
た
。

　
各
学
校
の
歴
史
は
、
学
校
沿
革
誌
と
し

て
、
開
校
か
ら
現
在
（
あ
る
い
は
閉
校
）

に
至
る
ま
で
の
学
校
の
組
織
、
財
産
、
財

政
、
教
員
、
児
童
、
行
事
な
ど
の
状
況
が

記
録
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、

地
域
の
学
校
教
育
の
歴
史
を
知
る
う
え
で

貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
潟
県

で
は
、
明
治
１７
年
の
県
の
布
達
に
よ
り
、

各
学
校
で
沿
革
誌
の
編
さ
ん
が
始
ま
っ
て

い
っ
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
布
達
以
前
に
記
さ
れ
た
、
沿
革
誌

の
は
じ
ま
り
と
も
と
れ
る
「
学
校
開
業

記
」（
個
人
蔵
）
と
い
う
史
料
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。「
学
校
開
業
記
」
は
、
竹
俣

校
の
開
校
か
ら
明
治
１３
年
ご
ろ
ま
で
の
記

写真　竹俣校景況（「学校開業記」より）
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